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全ての寝室に設置が必要です

家族の使用頻度の高いリビング
できるだけ設置しましょう

火気を多く使う台所。
できるだけ設置しま
しょう

寝室にあたる場合には設置が必要です

２階以上に寝室
がある場合には
設置が必要です

住宅用火災警報器�

壁面用 壁面・天井用 住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
！！�

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
煙
や
熱
を
感
知
し
て
警
報
音
や
音
声
で
火
災
発
生
を
知
ら
せ
ま
す�

天井用

住宅用火災警報器の種類（煙式）
　
住
宅
（
共
同
住
宅
を
含
む
）
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
法
令
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
建
物
火
災
の
死
者
数
の
９
割
は
住

宅
火
災
、
そ
の
う
ち
７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に

よ
る
も
の
で
、
火
災
の
早
期
発
見
が
重
要
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
今
後
迎
え
る
高
齢
化
社
会
と

と
も
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
16
年
６

月
に
消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
に
基

づ
き
北
秋
田
市
火
災
予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。�

　
法
律
で
は
、
全
て
の
住
宅
に
設
置
を
義
務
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
新
築
の
住
宅
は
も
と
よ
り
、

今
現
在
建
っ
て
い
る
（
既
存
）
住
宅
に
も
設
置

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
住
宅
で
あ
れ
ば
、
一
戸
建
て
の
住
宅
か
、

ア
パ
ー
ト
の
よ
う
な
共
同
住
宅
か
は
問
わ
ず
、

ま
た
事
業
を
行
う
所
に
併
設
さ
れ
た
住
宅
部
分

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。�

寝　室
設置義務

リビング

キッチン

子ども部屋（寝室）

設置義務

階　段
設置義務
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【事例１】

寝たばこから火災発生！�

寝たばこにより火災が発

生し、警報器が煙を感知

しました。警報音で本人

が目を覚まし、ふとんに

水を掛けて消化したので、

大事に至りませんでした。�

【事例２】

天ぷら油が燃えだして！�

天ぷら油を加熱したまま、

その場を離れたため、鍋

から火が上がり警報器が

その煙を感知。警報音に

気付いた居住者が、初期

消火と１１９番通報を行

いました。�

【事例３】

仏壇の灯明が燃え移って！�

２階居室で就寝していた

男性は、１階にある祖母

の部屋の警報器の鳴動に

気付き、１階に降りると

仏壇から炎が上がってい

るのを発見。水道水を掛

けて消火しました。�

【事例４】

こたつが燃え出して！�

入浴準備中、煙と焦げ臭

い臭気とともに警報器の

鳴動に気付き、居室に行

くとこたつから炎が上が

っていました。すぐに初

期消火をしました。�

住宅用火災警報器設置事例�

住宅用火災警報器�

　
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、

平
成
19
年
度
事
業
と
し
て

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

促
進
活
動
を
実
施
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
を

指
定
し
、
安
心
・
安
全
な

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
共

同
購
入
し
設
置
促
進
を
し

ま
す
。

　
モ
デ
ル
地
区
指
定
は
、

市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
結
成

地
区
と
し
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
各
地
区

住
民
の
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

地　区 日　時 場　所

今　泉

蟹　沢

緑ケ丘

糠　沢

小　森

七日市

本　城

荒　瀬

比立内

笑　内

11月11日　18:30　　生活改善センター

11月７日　18:30　　蟹沢会館�

11月９日　18:30　　緑ケ丘担手センター�

10月28日　実施済み

11月10日　18:30　　小森公民館�

11月11日　11:00　　七日市基幹センター

後日回覧します

10月22日　実施済み

10月17日　実施済み

後日回覧します

北
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ク
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デ
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〜

　一般住宅には消火器の設

置義務がないにもかかわらず、

悪質な訪問販売が発生して

います。�

　設置義務のある住宅用火

災警報器では、義務のある

ことを理由にさらに悪質商

法が多発すると予想され、

厳重な注意が必要です。�

●消防署の職員または消防

　団員が販売または販売を

　業者に委託することはあ

　りません。�

●販売員が「消防署の方から

　来ました」と言う言葉を使

　うときがありますが、こ

　れは消防署から来たので

　はなく消防署の方向から

　来たと言う意味です、間

　違わないでください。�

●消防署では一切、販売も

　斡旋もしません。�

悪質な業者に�
ご注意ください�

住宅用火災警報器は消防法及び北秋田市火災予防条例により、�

全ての住宅に設置が義務付けられています�


